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1は じ め に           2試 験 方 法

1988年の気象は, 7月 卜句以降,県下全般に低温となり,  (D 湿害大豆に対する培土の効果

日照時間が極度に少なくなった。降水量も平年より多く,   供試!諧種にはスズユタカを用いた。播種期は6月 10日 で
,

圃場が過湿に推移 した。そのため7月 中旬には,大豆に湿  栽植密度は畦幅80",株 間10mと した。試験区の構成は無
害のりζ候が現れ始め, 7月 下旬になると湿害による葉の黄  培土区と培土区の 2区とし,培tは天候が一時回復 した8

化及び生育抑制が顕著となった。             月9日 に本葉第一葉節の高さまで行った。なお,本試験は

本研究では,こ のようにして湿害を受けた大豆に対し,  各区とも無追肥で実施 した。

根部の発達を促し,茎葉の生育を旺盛にすることを目的に   ② 湿害大豆に対する窒素追肥の効果

培土及び追肥を実施し,それらによる生産力回復効果を検   供試品種にはスズユタカを用いた。播種期は5月 28日 で
,

討した結果,一応の知見が得られたのでその概要を報告す  栽植密度は畦幅70m,株間20mで , 1株 2本立てとした。
る。                         施肥はa当 り窒素成分で02ヵ ,燐酸,加 里各08々,,石

表 1 区制

試 験 区 使 用 肥 料 施肥料 (″/の 追肥時期 備 考

硫 安 追肥 区 硫 安 02, 04
7月 26日 培上後,畦間に滞水は見られなかった。グ

区
ン

巴・「難
コ
尿

コーティング尿素 70ロ タイプ
(LPコ ート70) 04, 08

灰80″ ,堆肥150カタを各区共通に施肥 した。区の構成につ  やゃ増加する傾向が認められた。 しかし,分枝数や総節数
いては表 1に示すとおりである。なお.培土は7月 28日 に  については判然とした差は認められなかった。

る被害程度は上位葉が淡黄緑色,下位葉がやや黄緑であり,    表 2 培土前の生育

実施 した。

3 結 果 及び考 察

(D 湿害大車に対する培 11の 効果

培土実施前の生育は表 2に 示すとおりである。湿害によ

生育形質については草丈362“ ,総節数106本 と平年対比

で49%ま で抑制されていた。

このように湿害を受けた大豆に対して培上を実施 した結

果,表 3に示すように,培土区が無培土区に比べ草丈で

115%,主茎長で120%と 長くなった。また.主茎節数 も

表 3 湿害大豆に対する培土の効果 (成熟期調査 )

また,収量構成要素をみると,ポ当りの稔実葵数は培土

区が無培土区にくらべ30%程度増加した。更に,百粒重も.

培土区でやや電くなる傾向がみられた。 しかし,一葵内粒

数については培上の有無による明らかな差が認められなかっ

草 :

(cm)

主 茎 長
(7)

主茎節数
(節 /本 )

総 節 数
篠レ体 )

分 枝数
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36 2 20 2
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区  名
草  丈
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主 茎 長
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総 節 数
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分 枝 数
(オ0

稔実 数
(個/″ )

一葵内粒数
G口 )

百 粒 重
(θ )

鑓

劾

子

け

無培土区 418 39 3972

培 土 区
90 8

(115)
50 0
(120)

140
(108)

32 1

(103)

■

０
530 0
(133)

22 5
(103)

255
(162)

注 ()内は無培土区対比 (%)
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た。その結果 ,培土区の子実重はnf当 りの稔実葵数の増加

により増収 し,対無培土区比で162%の 収量を得た。

以上の結果から,湿害大豆に対する培土の効果としては,

生育形質の面では草丈や主茎長の伸長に効果的であり,収

量構成要素の面では稔実葵数の増加に効果が高いことを認

めた。一方,分枝数や総節数あるいは一奏内粒数や百粒重

といった形質に対しては直接的な影響は小さいものと考え

表 4 追肥時の生育 (培± 2日 前

られる。

したがって,湿害を受けた大豆に速やかに培土を行うこ

とは,生産性回復の面で有効であると判断された。

(21 湿害大豆に対する窒素追肥の効果

追肥時の生育は表 4に示すとおりである。湿害による生

育抑制の程度は,7月 26日 時点 (培上 2日 前)で各生育形

質とも無湿害区に比べ60%以下に抑制されており,特に分

7月 26日 )

注 葉色はカラースケール値
()内は標準を 100と した場合の比率 (%)

枝の発生,節数の増加が著 しく抑制されていた。

このような湿害を受けた大豆に対 して培土と同時に窒素

追肥を行った結果,表 5に示すように,生育の面では総節

数及び分枝数が増加し,そ の程度は追肥量に比例していた。

また,主茎長も伸長の割合は少ないものの追肥することで

やや長くなった。

収量構成要素については,稔実業数が追肥量の多い区ほ

ど増加しており,薬数増加に対する追肥の効果を認めた。

百粒重については,やや増加の傾向を認めたが,一薬内粒

数では追肥の影響は認められなかった。子実重は,追肥す

表 5 中耕培土時追肥の効果 (成熟期調査 )

以上の結果から,湿害大豆に対する窒素追肥は,分枝数

や節数等の増加に効果が大きく、また,こ うした生育量の

増大により収量構成要素である稔実薬数に対 しても高い効

果のあることが認められ,生産性の回復技術として極めて

有効であると考えられた。

したがって,湿害大豆に対する管理手法としては培十だ

けでなく,同時に窒素追肥を実施することが,牛岸力の回

復を図るうえでより効果的と考えられる。なお,適正追肥

量については今後更に検討する必要がある。

ることで増加 しており,無追肥区にくらべ,硫安04カ/

`追肥区で40%,コ ーティング尿素08カ /′ 追肥区で51

%上回った。

また,硫安04ん夕追肥区とコーティング尿素04ルタ追肥

区の肥料間での比較では,硫安04ルタ追肥区がやや多収を

得たが,その差は小さく,ど ちらがより効果的であるかは

判然としなかった。

なお,今回の試験では,硫安 ,コ ーティング尿素とも最

多追肥区で最も収量が高くなっており,最適追肥量を明ら

かにするまでには至らなかった。

4摘   要

① 湿害大豆に対する培土の効果は高く,培土区では稔

実葵数の増加により,無培土区対比で162%の増収効果を

を認めた。

② 培土前に湿害が発生した場合,培土時の窒素追肥は

生育量を回復させる上で有効で,収量も無追肥の場合より
40%以上向上することを認めた。

③ したがって,培土と窒素追肥は湿害軽減技術として

極めて有効であることを認めた。

区  名
C■ )

主 茎 長
Kcm)

主茎節数
(節/本 )

総 節 数
〈ヽ / )ヽ

分 枝 数
休 )

葉  色

無湿害区 46 9 21 5

湿 害 区
192
(41)

58
(60)

78
(36)

区 名 追肥料名
追 肥 量
(リカ )

主 茎 長
(oD

総 節数
(負レ体 )

分枝数
(お

薬 数
(膨体 )

一奏内粒数
(個 )

百 粒 重
(′ ) 権∽

同 左 比
(%)

無追肥区 47 466 (100)

追 肥 区

硫  安

被覆尿素
(LP 70)

44 9
50 5

23 0
23 3
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